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１．まえがき 

 鉄筋コンクリート部材（RC 部材）中の鉄筋が著しく腐食すると鉄筋の降伏点のみなら

ず鉄筋とコンクリート間の付着力も著しく低下する。付着損失が生じた部材では断面の平

面保持の仮定が成り立たないため，曲げ耐力の評価に際して従来の計算法が適用できない。

そこで，変位の適合条件に基づく耐力評価法について検討したので，その概要を報告する。  
２．解析法 

(1)材料特性：コンクリートの応力-ひずみ関係は式 (1)で示される梅村の e 関数法に従う

ものとした。  
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ここに， cs は応力度(N/mm2)， cf ¢は圧縮強度(N/mm2)， ce はひずみ量であり，ひずみ量

0.002 で最大応力度に，また 0.0035 で部材破壊の終局ひずみに達するものとした。なお，

コンクリートの引張抵抗はないものとした。  

 (2)部材の分割：付着損失した範囲では梁部材をコンクリート部と引張り鉄筋部に分割し

て考え，コンクリート部分でのみ平面保持が成り立つものとした。  

(3)力の釣り合い：部材破壊時の各断面におけるコンクリートの圧縮合力 C と鉄筋の引張

り合力 T の釣り合い、および作用曲げモーメントと部材内偶力の釣り合いをもとに，破壊

曲げモーメント M が式(2)，部材軸方向の任意位置 l における中立軸から圧縮縁までの距離

x ，中立軸から圧縮合力位置までの距離 gx および曲げモーメント M の関係が式(3)のよう

に得られる。  
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p：鉄筋比，b：部材幅，d：有効高さ， ss ：鉄筋応力度， se ：鉄筋ひずみ量  
)(lx と )(lx g との関係は，式(1)により一義的に定まることから，鉄筋ひずみ量 se を仮定す

れば引張り合力 T が求まり，式(2)と式(3)を用いて部材破壊時の各断面の中立軸を求めるこ

とができる。  

(4)変位の適合条件：付着損失部の両端で鉄筋とコンクリートの変位が等しくなければな

らない。上述の中立軸位置をもとに部材各断面の鉄筋位置コンクリートひずみ量を求め，

その軸方向平均値が仮定した鉄筋ひずみ量と等しくなるときの曲げモーメントを解とする。 



３．解析結果 

 解析の対象とした試験体諸元を図－1 に示

す。解析は付着損失長および被りコンクリー

トの有無に着目した。図で示す試験体は被り

コンクリートなしの場合である。引張鉄筋の

鉄筋比は 2.5％で，加力は 2 点載荷の場合で

ある。  
 解析結果の例として，被りなし・付着損失

長 12d（d：有効高さ）試験体の中立軸とスパ

ン中央からの距離の関係を図－2 に示す。こ

れをみると，スパン中央上側以外に支点側下

側で圧縮領域になっていることがわかる。  
 付着が健全な試験体に対する耐力比とスパ

ン中央からの付着損失長の関係を図－3 に示

す。被りがある場合には耐力低下はほとんど

ないが，被りがないと耐力低下が生じる解析

結果となった。これは，被りがないとコンク

リート部の断面高さが小さくなるとともに鉄

筋の定着反力の偏心量が大きくなるため，支

点側下縁でより大きな圧縮ひずみが生じたか

らである。実験結果と比較すると傾向的には

あっているが，解析は，過小評価となった。

その理由として，実際の場合，コンクリート

の断面高さの不連続性に伴う応力の乱れなど

が考えられる。  
４．結 論 

 終局時の鉄筋ひずみ量と付着損失区間にお

けるコンクリート平均ひずみ量が等しくなる

という変形の適合条件をもとに，鉄筋とコン

クリートの付着がない部材の終局曲げモーメ

ントを求める解析手法を提案した。  
鉄筋比が比較的大きい付着損失部材にお

いて，付着損失長および被りコンクリートの

有無が耐力低下に影響を与えることが解析で

確認できた。  
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図－2 スパン中央からの距離と中立軸

の関係（被りなし試験体） 

Neutral Axis Distribution 

図－3 耐力比とスパン中央からの付着

損失長の関係 

Ultimate Strength-Exposed Length Relation 

図－1 試験体諸元（被りなし試験体） 
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